
 
３月２０日～２６日は 

    春の火災予防運動 
 
 住宅防火 命を守る３つの習慣 

 

・寝タバコは絶対やめる。 

・暖房器具の周りに燃えやすいものを 

置かない。 

・ガスコンロなどのそばを離れるときは、 

 必ず火を消す。 
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月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 7 

休館日 

 

・カラオケ ・KDっち 

・空手 

・健康体操 

・ハンドメイド 

・書道 

 

・ヨガ 行政配布 

 

 

8 9 10 11 12 13 14 

休館日 

 

・カラオケ ★すくすくひろば 

・空手 

・健康体操 

・エクサっち 

・カラっち 

・ヨガ ・囲碁  

15 16 17 18 19 20 21 

休館日 ・カラオケ ・KDっち 

・空手 

・健康体操 

 行政配布 

・ヨガ 

 

休館日 

(春分の日) 

休館日 

 

22 23 24 25 26 27 28 

休館日 

 

・カラオケ ・空手 

・健康体操 

・囲碁 

・エクサっち 

・カラっち 

・ヨガ 

 

  

29 30     31     

休館日 

 

・カラオケ ・空手 

・健康体操 

   ★教育事業 

・自主グループ 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

『
大
森
～
福
井
に
乗
合
自
動
車 

 
 

 
 

 

開
通
か
ら
一
〇
〇
年
』 

 

No.23 

大
正
九
年(

一
九
二
〇)

秋
、
福
井
市
久
保
町

(

九
十
九
橋
南
詰)

か
ら
大
森
ま
で
、
初
め
て
乗

合
自
動
車
が
開
通
し
た
。
当
時
の
交
通
機
関
は

人
力
車
・
馬
車
・
大
八
車
な
ど
で
そ
れ
以
外
は
も

っ
ぱ
ら
徒
歩
で
あ
っ
た
。 

大
正
九
年
五
月
、
乗
合
自
動
車
会
社
設
立
の

準
備
が
以
下
の
人
達
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。 

大
森
蕃
立
、
内
田
関
三
郎
、
佐
々
木
繁
太
郎
、 

大
坂
茂
太
郎(

以
上
大
森)

、 

斉
藤
六
兵
衛(

清
水
畑)

、 

広
部
与
三
右
エ
門(

滝
波) 

斉
藤
主
計(

本
折) 

渡
辺
外
治(

笹
谷) 

酒
井
丸
之
介(

笹
谷) 

斉
藤
清
兵
衛(

風
巻) 

久
保
久
兵
衛(

三
留) 

の
十
一
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
資
本
金
を
出
し
合

い
自
動
車
二
台(

一
台
は
中
古
車)

を
購
入
、
車

庫
を
建
築
し
、
運
転
手
・
助
手
、
事
務
員
を
雇
っ

た
。 そ

の
頃
の
自
動
車
は
、
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
と
呼

ぶ
ホ
ロ
掛
け
四
輪
六
人
乗
り
で
乗
客
五
名
、
運

転
手
・
助
手
と
で
七
人
、
晴
天
の
日
は
ホ
ロ
を
後

ろ
に
た
た
ん
で
走
る
オ
ー
プ
ン
車
で
あ
っ
た
。 

料
金
は
大
森
～
福
井
間
片
道
五
十
銭
、
往
復

一
円
で
、
大
人
一
人
の
一
日
の
手
間
賃
と
ほ
ぼ

同
じ
と
な
り
乗
客
は
特
定
の
人
か
病
人
に
限
ら

れ
た
が
、
そ
れ
で
も
純
益
が
あ
が
り
株
主
に
は

年
五
割
配
当
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
大
正
十
二
年(

一
九
二
三)

、
末
～
福

井
間
に
末
福
自
動
車
が
設
立
さ
れ
、
平
尾
・
清
水

畑
方
面
の
交
通
の
便
が
よ
く
な
っ
た
。 

大
福
自
動
車
も
茱
崎
ま
で
延
長
さ
れ
、
大
森

～
滝
波
～
白
滝
～
畠
中
～
茱
崎
着
と
な
り
、
昭

和
七
年(

一
九
三
二)

大
福
自
動
車
と
末
福
自
動

車
が
が
っ
ぺ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
佐
伯
哲
也
著
『
越
前
中

世
城
郭
図
面
集Ⅱ

 

越
前
中
部
編(

福
井
市
・越
前

町
・鯖
江
市)

』
に
清
水
西
地
区
の
山
城
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。著
者
は
北
陸
を
中
心
と
し
て
、全
国

の
中
世
城
郭
を
約
２
０
０
０
ヶ
所
調
査
し
て
い
る

と
い
う
。 

本
地
区
に
所
在
す
る
も
の
と
し
て
、城
館
遺
構

と
し
て
清
水
畑
城(

清
水
畑
・本
折
・滝
波)

、天
目

山
城(

大
森)

、芝
山
城(

山
内)

、豊
蔵
城
＝
荒
神
ヶ

峰
城(

四
ツ
合
・越
前
町
小
倉)

の
四
か
所
と
、城

館
候
補
遺
構
と
し
て
天
神
山
砦(

大
森)

の
計
五

か
所
が
平
面
図(

縄
張
り
図)

を
添
え
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
個
々
の
城
跡
に
つ
い
て
の
記
述
を
要

約
し
て
紹
介
す
る
。な
お
、紙
面
の
都
合
で
縄
張

り
図
を
載
せ
ら
れ
な
い
の
で
『
清
水
西
地
区
の
昔

と
今
』
の
三
十
一
、三
十
二
ペ
ー
ジ
の
図
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

一
、清
水
畑
城 

① 

斉
藤
別
当
実
盛
・実
員
兄
弟
が
居
城
し
た

と
伝
え
る
が
、現
存
遺
構
の
構
築
は
、戦
国
期
。 

② 

鋭
角
の
高
切
岸
、通
路
状
の
遺
構
の
存
在
に

よ
り
戦
国
期
の
遺
構
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

③ 

構
築
者
は
在
地
土
豪
と
推
定
さ
れ
、清
水

畑
等
の
集
落
の
在
地
土
豪
が
、街
道
の
物
資
・人

馬
を
監
視
・掌
握
す
る
た
め
に
築
城
か
。 

      

【
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
⑩
】 

 

と 

き 

令
和
３
年
３
月
10

日
（
水
） 

 
 

10

：

00

～
11

：

30 

と
こ
ろ 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

対 

象 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
児
と 

そ
の
保
護
者 

内 

容 

リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
健
康
教
室 

講 

師 

清
水 

弘
美 

氏 

 
 
 
 

吉
岡 

依
里
子 

氏(

市
保
健
師) 

参
加
費  

お
子
様
一
人
に
つ
き
200

円 

 

料
金
は
大
森
～
福
井
間
片
道
五
十
銭
、
往
復
一 

円
で
、
大
人
一
人
の
一
日
の
手
間
賃
と
ほ
ぼ
同
じ

と
な
り
乗
客
は
特
定
の
人
か
病
人
に
限
ら
れ
た

が
、
そ
れ
で
も
純
益
が
あ
が
り
株
主
に
は
年
五
割

配
当
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
大
正
十
二
年(

一
九
二
三)

、
末
～
福
井

間
に
末
福
自
動
車
が
設
立
さ
れ
、
平
尾
・
清
水
畑

方
面
の
交
通
の
便
が
よ
く
な
っ
た
。 

大
福
自
動
車
も
茱
崎
ま
で
延
長
さ
れ
、
大
森
～

滝
波
～
白
滝
～
畠
中
～
茱
崎
着
と
な
り
、
昭
和
七

年(

一
九
三
二)

大
福
自
動
車
と
末
福
自
動
車
が

が
合
併
し
「
丹
生
自
動
車
」
と
な
っ
た
。ま
た
昭
和

一
四
年
に
は
西
福
自
動
車(

福
井
～
真
栗
～
西
田

中
～
宿
堂
間
を
運
行)

を
吸
収
し
た
・ 

 

そ
の
後
、昭
和
十
八
年
、戦
時
中
の
国
策
に
よ
っ

て
福
井
市
周
辺
の
各
会
社
が
合
同
し
福
井
県
乗

合
自
動
車
株
式
会
社(

県
バ
ス)

を
組
織
し
た
。 

 

終
戦
後
は
路
線
も
増
え
、運
行
回
数
も
多
く
、し

か
も
大
型
化
さ
れ
、一
光
五
太
子
に
も
定
期
バ
ス

が
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

昭
和
三
十
八
年
京
福
電
鉄
は
県
下
最
大
の
県
バ

ス
を
買
収
・合
併
し
て
福
井
市
を
中
心
と
す
る
バ

ス
路
線
を
統
合
し
た
。 

 

道
路
の
改
良
が
進
む
に
つ
れ
て
、自
家
用
車
が
飛

躍
的
に
増
加
し
、昭
和
四
十
年
代
の
自
家
用
車
の

急
激
な
普
及
は
バ
ス
事
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。昭
和
四
十
二
年
頃
ま
で
は
バ
ス
の
輸
送
人
員

が
乗
用
車
を
上
回
っ
て
い
た
が
、以
降
逆
転
し
、バ

ス
利
用
率
は
漸
減
し
続
け
、現
在
な
お
そ
の
傾
向

を
強
め
て
い
る
と
い
え
る
。生
活
路
線
維
持
の
た                                    

    

 ※ 新型コロナウイルス感染状況によって、変更、延期になることがあります。公民館までご確認ください。 

問い合わせ先：清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9：00～17：00月曜日、第三日曜日、祝日休館日) 

 

 

 自治会名 氏     名    

 大 森 町 片 岡  一 郎          

 山 内 町 木 原  和 治     

 野 口 区 内 田  弥 昭     

 笹 谷 区 岡 田  義 則     

 四 ツ 合 区 渡 邉  俊 範      

 滝 波 町 廣 部  高 明     

 本 折 町 小 林  久 和     
 

清 水 畑 町 齊 藤  康 浩     

 平 尾 町 南  康 男     

 加 茂 内 町 藤 田  諭      

 大 森 団 地 山 﨑  幸 弘     

 清水ニュータウン 倉 内  錬 一    

 志津が丘１丁目 水 上  健 次     

 志津が丘２丁目 渡 辺 昭 一 朗      

 志津が丘３丁目 恐 神  雅 己    

◎ 志津が丘４丁目 大 塚  美 行     

 

令和３年１月１日～１２月３１日  

◎清水西地区自治連合会会長   （敬称略） 

 

正しい１１９番の利用を！ 
 

119番通報は火災や救急事故を 

いち早く通報するための番号です。 

 

 問い合わせ等はテレホンサービス 

℡２５－９９９９をご利用ください。 

 

 

福井市南消防署 

（℡３３－０１１９） 

 

め
に
多
額
の
補
助
金
が
運
行
事
業
者
に
出
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 
そ
れ
で
も
こ
の
地
域
の
バ
ス
の
運
行
形
態
は
決

し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。路
線
バ
ス
・

デ
マ
ン
ド
式
の
「
ほ
や
ほ
や
号
」
・地
域
バ
ス
と
三

形
態
み
ら
れ
る
が
、交
通
弱
者
の
移
動
に
「
や
さ

し
い
」
公
共
交
通
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。今
、車

の
利
便
性
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か
っ
て
い
る
私
達
に
も

他
人
事
で
な
い
は
ず
で
あ
る
。                                                   

   

参
考
文
献 

『
福
井
県
史
・通
史
編
３
』 

   

『
清
水
町
史
』
『
丹
生
郡
誌
』    

 



                                                                       

 

 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

日時 ： 2月14日（日）9：00～11：00 

場所 ： 睦月神事会館 （大森町）  

参加者 ： 42 名  

講師 ： 高橋 史弥 氏 

 （福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 学芸員） 

 大森町の睦月神事保存会の人たちが4年に一度の神事執 

行のあいだの年に行う『考える会』が開催され‟明神参り“と 

“扇の本”の練習が行われました。その後の高橋氏による 

講演会「伝統文化睦月神事を残すために」 

に公民館も協賛しました。 

価値観の変化に柔軟に対応して未来に 

つなげてほしいですね。            

 

 

 

日時 ： 1月28日（木）15：40～17：15 

場所 ： 大会議室 

参加者 ： 20 名  

講師 ： 山本 康代 氏 

 もうすぐ、節分、コロナ感染防止対策を考え、今年は、子ど

もたちが鬼になり、先生や館長が撒いた個装された豆やお

菓子を袋の中に入るよう集めました。今年の節分は２月２ 

日、なんと１２４年ぶりなんだそう 

です。今年度最後の教室というこ 

ともあり、英語でゲームを楽しんだ 

後に感想も聞くと、来年も参加した 

いという声が・・ぜひ参加してくだ 

さい。 

 

             

日時 ： 1月27日（水）10：00～11：00 

場所 ： 和室 

参加者 ： 11 名  

講師 ： 山本 康代 氏 

 外にたくさんの雪はありましたが、みんなはあったかい 

部屋の中で、雪だるまの「Peek A Boo(いないいないば

ぁ)」を作って楽しみました。 

                  赤ちゃんは、大好きですね。 

                  英語絵本「A Teddy Bear」 

                  を読んでもらいました。 

                   

 

  

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 ： 1月31日（日）13：00～15：00 

場所 ： 調理室、小会議室 

参加者 ： 14 名 

講師 ： 中林 紀子 氏 （国嶋麹店） 

 

 

 
 

清水西公民館ＨＰのアクセ

スは下記のＱＲコードから

どうぞ。より見やすいカラ

ー版がご覧になれます。 

また、リンクされている

YouTubeから 

地区上空からのドローン映

像も見ることができます。 

 

 

日時 ： 2月10日（水）10：00～11：00 

場所 ： 和室 

参加者 ： 11 名  

講師 ： 清水 弘美 氏 

 １月の教室は、大雪でなくなりましたが、ようやく春の兆 

しも見える中、新しいお友達も増えてきて、にぎやかな教 

室になりました。お母さんのためのシナプソロジーとし 

て、同時に２つのことを行う脳トレ的なものもしてみまし 

た。終わった後の、お母さ 

ん同士のおしゃべりも、楽 

しそうにされていました。 

. 

 

 

活動日 ： 第2土、第4木曜日 

時間 ： 13：00～17：00 

場所 ： 和室（2F） 

会費 ： 年1,000円 

担当 ： 笹木 

 

 

活動日 ： 第1木曜日 

時間 ： 9：30～12：00 

場所： 大会議室 

講師 ： 川岸 政子 先生 

会費 ： 月500円 

担当 ： 山田 

 

カラオケクラブ 

 

活動日 ： 毎週火曜日 

時間 ： 10：00～12：00 

場所 ： 大会議室 

講師 ： 山田 千秋 先生 

会費 ： 月1,000円 

担当 ： 廣部 
ハンドメイド 

(パッチワーク) 

活動日 ： 第2，4水曜日 

時間 ： 10：00～12：00 

場所 ： 小会議室 

講師 ： 廣部 正栄 先生 

担当 ： 堀江 

 

水引(休止中） 

活動日 ： 第1木曜日 

時間 ： 19：00～20：30 

場所 ： 大会議室 

講師 ： 伊藤 香織 先生 

会費 ： 月1,000円 

担当 ： 加藤 

 

 

書道クラブ 
囲碁クラブ 

空手教室 
健康体操クラブ 

カラっち 
（カラオケ＆ストレッチ） 

エクサっち 
(エクササイズ＆ストレッチ) 

ヨガクラブ 

発酵食品倶楽部 

活動日 ： 毎週水曜日 

時間 ： 19：00～21：00 

場所 ： 大会議室 

講師 ： 木下 拓也 先生 

会費 ： 月2,000円 

担当 ： 黒川 

 

活動日 ： 毎週水曜日 

時間 ： 19：30～20：50 

場所 ： 和室（2F） 

講師 ： 丹尾 正代 先生 

会費 ： 月2,000円 

担当 ： 鳶坂 

 

活動日 ： 第2、4木曜日 

時間 ： 19：00～20：30 

場所 ： 大会議室 

講師 ： 伊藤 香織 先生 

会費 ： 月1，500円 

担当 ： 北島 

 

活動日 ： 毎週金曜日 

時間 ： 10：30～11：30 

場所 ： 和室（2F） 

講師 ： 佐野 雪絵 先生 

会費 ： 月2,000円 

担当 ： 鈴木 

 

活動日 ： 第.2、4木曜日 

時間 ： 17：30～18：30 

場所 ： 和室（2F） 

講師 ： 伊藤 香織 先生 

会費 ： １回500円 

担当 ： 山下 

 

活動日 ： 不定期 

時間 ： 9：00～12：00 

場所 ： 調理室 

会費 ： 材料費 

担当 ： 渡辺 

 

 

自主グループの活動に参加したい方は、公民館

までお問い合わせください。 

清水西公民館 ☏ 0776-98-4560  

３月２０日～２６日は 

  春の火災予防運動 
 住宅防火 いのちを守る７つポイント 

 

－３つの習慣・４つの対策― 

 

３つの習慣 

1、寝たばこは、絶対やめる。 

2、ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用

する。 

3、ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消

す。 

民館 

（各グループ開催時間） 

 

活動日 ： 第1、3水曜日 

時間 ： 15：30～17：00 

場所 ： 大会議室 

講師 ： 伊藤 香織 先生 

会費 ： 月1，500円 

担当 ： 山本 

 

 

KDっち 
(キッズダンス) 

ほぐした糀と塩を混ぜ合
わせてものに潰した大豆
を混ぜます。 

潰せるくらいの固さ
の大豆を機械でつ
ぶします。 

桶に入れて、最後に材料、
日付など記入します。 

恒例の味噌作りも、みなさん手際よく

仕込みました。また、新メニュー「糀納

豆」の実習もしました。 

後半は、はつらつ伝承塾事業伝承料理

グループの皆さんと一緒に地域に残る

伝承料理として「おかず味噌」作りをし

ました。夏に塩漬けしたキュウリ、ナス

や沢庵、奈良漬け、ピーマンの葉を細か

く刻み、胡麻油で炒め、大豆と赤だし味

噌、砂糖、えごまを混ぜ合わせて作りま

した。ご飯の友にぴったり。これからも

この味を伝承していきたいです。 

閉室式 
防災カルタ 

「花育」フラワーアレンジ教室 


